
 

 

1） 新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する中、活動にどのような影響がありましたか？ 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2） 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響を受ける中、活動の目的を達成するため

工夫して行ったことはありますか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） 当センターが休館中、困ったことはありましたか？（複数回答可） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新型コロナウイルス感染症による団体活動への影響調査■ (100団体中 52団体が回答)  



4） 新型コロナウイルス感染症の拡大防止を目的とした活動自粛期間中に、当センターに支援

をしてほしかったことはありますか？（複数回答可） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5） 当センターでは、休館中、以下の講座等をオンラインにて配信しましたが、どれか一つでも

ご覧いただきましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6） 活動の自粛期間中、団体の会議等でオンライン(Zoom、Teams等)を活用しましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

見た 

見ていない 

ネットが使えない 
知らなかった 

その他 

今後活用したい 

していない 

予定はない 活用している 

役に立った 

役に立たなかった 

その他 

① SNS講座・入門編  

② チラシ作り講座・入門編、 

③ チラシ作り講座・実践編 

④ 木全先生の健康エクササイズ 

⑤ まちづくりサロンを Zoomにて 

 



7） 新型コロナウイルス感染症の拡大前と比較して、今後の活動に変化はあると思いますか？ 

  どのような影響でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

■自由回答■(簡易な表現に変えています) 

・イベントやボランティア活動ができず、今後の活動方法を検討中 

・オンラインでの会議など、在宅でできることなど取り入れる 

・定例活動が無く、会員相互の情報交換やコミュニケーションもなく、元気の素が減り気力が

無くなった 

・安心安全パトロール活動での 3密が避けにくいため、今後の活動の在り方の検討 

・自分自身の活動意欲が減少、参加者の参加意欲も減少 

・生活における活動量が不足、会話の不足などによる、フレイル化の進行が心配 

・参加人数の制限、３密の回避対策した会場の確保 

・連絡をより密にして、情報をみんなで共有 

・食育講座(調理実習を伴う)の回避 

・地域防災の活動におけるメンバー情報交換の場にしていたセンターが休館のため活動に多大

な制約を受けた 

・会場の小学校の都合により活動見合わせ 

・シニアサロン運営における感染拡大を防ぐための準備と実践が必須、活動自体縮小 

・シニアサロン運営スタッフや参加者の体力が落ち込んだ 

・地域を含めた連携が必要、個々への対応をみんなで声掛け運動の長期対応が必要 

・高齢者世帯は、近郊家族と近所地域との連携を推進が必要 

・ふれあい支えあいが主目的である老人クラブ、この新しい生活様式にどのような活動方法が

あるか検討中 

・地域コミュニティ活動の財政が減少 

・観光ガイドをする機会がなくなる 

・12月の長年継続してきたイベント開催も検討中 

・コロナウィルス感染症の認識に差があり、対応が悩ましい 

・毎月の定例会や勉強会が行えず、これらに代わるものの活動を検討 

 

 

8） 新型コロナウイルス感染症の第 2 波、第 3波が予想されますが、現実にそのような状況にな

った場合、当センターにはどのような支援をしてほしいですか？   

■自由回答■(簡易な表現に変えています) 

・書類準備など必要な事務においてはコピー機利用と作業スペースが必要 

・団体メンバーと情報共有のため、少人数で使える部屋が必要 

・電話での声掛け 

影響ある 

影響ない 



・市とのパイプ役として、正しい情報提供 

・FBや SNSでの発信を始めたいので、映像編集方法などの講座 

・他の団体の活動情報提供 

・有償でも、市民活動登録団体にむけた予防指導強化と必要予防武装の指示や供給 

・シニアメンバー活動が継続できるようなヒントを教えてほしい 

・私たちでも何かできることがあれば知りたい 

・メンバーとの情報共有として、ラインアット（「LINE@」は、個人や企業が不特定多数に一斉

配信を目的として運用するメルマガのようなもの。基本は多数への配信ツール）に会員登録

をしてもらい、現在では 7割の登録数のため、情報共有は安心 

  

 

9） 当センターへのご意見、またはやってほしい講座等、ご要望がありましたらご記入ください。 

■自由回答■(簡易な表現に変えています) 

・いろいろな情報提供を随時希望 

・チラシ、HP、FBなどの ITを使用した広報やマッチング 

・「心のケア」の講座 

・社会貢献するための人材育成 

・高齢者が生き生きと社会参加し自身が地域のために何かできると感じる参加型講座 

・FBや SNSでの発信を始めたいので、映像編集方法などの講座 

・どなたでも参加できる、難しくない認知症予防のための講座及び認知症者との対応や 

付き合い方の講座 

・補助金申請書の書き方講座 

・SNS講座直接講座 

・ユーモアのある会話術、話の引き出し方、傾聴の心がけなどについての講座 

・高齢者の家族との連携等の勉強会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

                    あま市市民活動センター 集計 2020年 6月末 


